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【 は じ め に 】 丹 後 地 域 で は 当 所 が 従 来 か ら 和 牛 繁 殖 農

家 を 対 象 と し た 月 1回 の 巡 回 指 導 (以 下 巡 回 )を 実 施 し

て き た 。 今 回 、 生 産 性 向 上 と 生 産 基 盤 強 化 を 目 的 と し

て 、 よ り 細 か い 繁 殖 や 飼 養 管 理 指 導 を す る た め 巡 回 や

診 療 等 の 実 施 方 法 に つ い て 見 直 す 取 組 み を 行 っ た 。【 取

組 み の 概 要 】 (1 )必 要 に 応 じ て 月 ２ 回 の 巡 回 を 行 い 、

繁 殖 検 診 と 治 療 を 実 施 し た 。 人 工 授 精 所 と 連 携 し て 得

た 、 授 精 等 の 情 報 及 び 当 所 の 治 療 歴 を ﾊﾟ ｿ ｺ ﾝで 一 元 管

理 し 、 職 員 間 で 共 有 化 を 図 り 活 用 し た 。 ( 2)多 く の 農

場 で 双 口 吸 虫 の 寄 生 し て い た 長 期 不 受 胎 牛 に 対 し 、 積

極 的 な 駆 虫 指 導 に 取 り 組 ん だ 。 (3)子 牛 の ｺｸｼｼ ﾞｳ ﾑ症 が

多 発 す る 農 場 に 予 防 薬 (ﾄﾘ ﾄﾗ ｽﾞ ﾘﾙ )の 使 用 を 指 導 し た 。

( 4)去 勢 は 子 牛 へ の ｽﾄﾚ ｽ低 減 の 為 、 ﾊﾞﾙｻ ﾞｯｸ法 か ら 観 血

去 勢 法 に 切 り 替 え た 。【 結 果 】 空 胎 日 数 は H1 8 : 1 1 9日

か ら H21 :1 02日 に 短 縮 し た 。 ｺｸｼｼ ﾞｳﾑ病 診 療 件 数 は 指 導

実 施 前 3.2件 /月 か ら 実 施 後 0.8件 /月 に 減 少 し た 。 せ り

市 出 荷 子 牛 の 日 齢 体 重 が 0. 7 k gを 下 回 っ た 頭 数 の 割 合

は H1 8： 2 . 2 0 %か ら H 2 1 : 0 . 5 2 %に 低 下 し た 。【 ま と め 】

繁 殖 情 報 の 一 元 管 理 に よ り 巡 回 対 象 牛 の 的 確 な 個 体 情

報 の 把 握 が 容 易 に な り 、 農 家 で の 検 診 と 治 療 に 要 す る

時 間 を 短 縮 し た 。 こ れ に よ り 農 家 の 様 々 な 問 題 点 に つ

い て の 聴 取 と 、 き め 細 や か な 飼 養 管 理 指 導 に 要 す る 時

間 を 十 分 持 つ 事 が 可 能 と な っ た 。


